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至　令和 4年 3月31日

株式会社  エコスタイルパワープラント５号



株式会社  エコスタイルパワープラント５号 （単位：千円）

170,099        負債の部合計

10,000         

関 係 会 社 長 期 貸 付 金 43,408         

純資産の部50,596         　【投資その他の資産】

貸　借　対　照　表

令和 4年 3月31日現在

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

資産の部　 負債の部

143,669        170,099        【流動資産】 【流動負債】

50,596         

現 金 及 び 預 金 43,855         

そ の 他 流 動 資 産

13,254         

29,635         

83,354         

139,594        未 払 金

【固定資産】

1,239          

2,834          

194,265        

24,166         【株主資本】

14,166         利 益 剰 余 金

24,166         純資産合計

資 本 金

資産合計 194,265        

7,187          長 期 前 払 費 用

預 り 金

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税

負債及び純資産合計

0

未 収 入 金

前 払 費 用



株式会社  エコスタイルパワープラント５号 （単位：千円）

【売上高】

【売上原価】

【販売費及び一般管理費】

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

売 上 高

当 期 製 品 製 造 原 価

売 上 高 合 計

販売費及び一般管理費

合 計

製 品 売 上 原 価

売 上 原 価

売 上 総 利 益

97,952 

損　益　計　算　書

自 　令和 3年  4月 1日

科 目 金 額

至 　令和 4年　3月31日

95,723 

41,472 

41,472 

29,237 

357 

68,357 

【営業外収益】

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

41,472 

41,472 

54,251 

13,430 

95,723 

40,820 

営 業 外 費 用 合 計

営 業 利 益

588 

【営業外費用】

支払利息及び割引料

支 払 手 数 料 59,302 

8,899 

68,202 

受 取 利 息

雑 収 入 179 

1 

営 業 外 収 益 合 計

受 取 保 険 料

124,745 

407 

【特別利益】

固 定 資 産 売 却 益 124,745 

特 別 利 益 計

経 常 損 失 -26,793



株式会社  エコスタイルパワープラント５号 （単位：千円）

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 10,000       809            809          10,809       10,809       

当期変動額

新株の発行 -            -            

剰余金の配当 2,500        -57,500        -55,000      -55,000      -55,000      

当期純利益 68,357         68,357       68,357       68,357       

株主資本以外
（純額）

当期変動額合計 -            2,500        10,857         13,357       13,357       13,357       

当期末残高 10,000       2,500        11,666         14,166       24,166       24,166       

自令和 3年 4月 1日

至令和 4年 3月31日

資本金

株主資本等変動計算書

株主資本

純資産合計株主資本
合計利益剰余金

合計

利益剰余金

利益準備金



株式会社  エコスタイルパワープラント５号

重要な会計方針に係る事項に関する注記

重要なヘッジ会計の方法

　ヘッジ会計の方法

　　特例処理の要件を満たす金利スワップについては、特例処理を採用しております。

　ヘッジ手段とヘッジ対象

　　ヘッジ手段…金利スワップ

　　ヘッジ対象…借入金の利息

ヘッジ方針

　　有利子負債の将来の市場金利の変動による損失を軽減する目的で金利スワップ取引を利用してお

り、投機目的の取引は行わない方針であります。

ヘッジの有効性評価の方法

　金利スワップの特例処理を採用しているため、ヘッジの有効性の判定は省略しております。

固定資産の減価償却の方法

　有形固定資産

　　定額法を採用しています。

　　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　　　構築物・・・・・・・・10年

　　　機械装置・・・・・・・17年

　　　工具、器具及び備品・・2年

その他計算書類の作成のため基本となる重要な事項

　消費税等の会計処理は、税抜方式を採用しております。

以上のとおり報告します。

令和 4年 5月 27日

注　記　表

株式会社  エコスタイルパワープラント５号

代表取締役　木下　公貴


